
 

 
 正の約数の個数 ―素因数分解で― 

 

 堺高校では、体育祭が近づいています。 

 がんばっていきましょう。 

 今回は、正の約数の個数を素因数分解で求める方法を紹介いたします。 

 

 まず、８を素因数分解しましょう。 

   ８＝２３ 

 ８の正の約数は１，２，２２，２３の４個あります。 

 ３＋１個の正の約数があることになります。 

 

 次に、７２を素因数分解してみましょう。 

 すると、７２＝２３×３２ですから、正の約数は 

 １，２，２２，２３，３，３２，２×３，２×３２，２２×３，２２×３２， 

 ２３×３，２３×３２の１２個あります。 

 （３＋１）×（２＋１）個の正の約数を見つけることができます。 

 

 ここで、１２個の正の約数をもち、２ ×３ と素因数分解できる自然数を探

してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 【ⅰ】 ３×４＝（２＋１）×（３＋１）より 

                      ２２×３３＝１０８ 

 

 【ⅱ】 ２×６＝（１＋１）×（５＋１）より 

                      ２×３５＝４８６ 

 

 【ⅲ】 ６×２＝（５＋１）×（１＋１）より 

                      ２５×３＝９６ 

 

 

 

 続いて、１８００を素因数分解しましょう。 

   １８００＝２３×３２×５２ より 

 （３＋１）×（２＋１）×（２＋１）＝３６個の正の約数があることになりま

す。その３６個をすべて見つけてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 見つかりましたでしょうか。 

 高校数学では「数え上げの原則」の応用問題として、自然数の正の約数の個数

を素因数分解で求める問題があります。たとえ面倒でも、ひとつひとつ丁寧に工

夫して数え上げる姿勢は、数学に限らず日常生活においても大切ですね。（杉） 
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